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川越市立高階小学校

人とのかかわりを大切にし、
よりよく生きようとする子どもの育成

～道徳の時間を要とした道徳教育の充実を目指して～

平成26・27年度 川越市教育委員会委嘱
同 川越市教育研究会委嘱



＜本校の学校教育目標＞

・なかよく ○認め合い・協力・思いやり

・かしこく ○自ら進んで・よく考え・学び合う

・たくましく ○健康・体力・根気・本気

＜目指す学校像＞

子どものよさを伸ばし、最高の自分を発揮できる学校



学校経営方針 児童の実態
保護者・地域・
教師の願い

研究テーマ

「人とのかかわりを大切にし、
よりよく生きようとする子どもの育成」

目指す児童像
○自分の思いや目標をもち、表現できる子
○相手の立場に立って考えられる子
○自ら気づき、考え、行動できる子

道徳の時間

心を育てる

特別活動

態度を育てる

２７年度
高学年
で行う

道
徳
教
育



「人とのかかわりを大切にし、
よりよく生きようとする子どもの育成」

～道徳的実践力を高める指導法の工夫～

「人とのかかわりを大切にし、
よりよく生きようとする子どもの育成」

～道徳の時間を要とした道徳教育の充実を目指して～

平成２６年度

平成２７年度

サブタイトルの変更



〔仮説１〕
ねらいに含まれる道徳的価値がどのように特別
活動や他の教育活動と関連しているのかを把握し、
それを活かした授業を工夫すれば、道徳的実践力
が培われるであろう。

２ 研究の手立て



〔手立て〕

《道徳の時間》
・発問・指示・説明を明確にした指導
・発問、書く活動、表現方法等の工夫
・道徳と教科等関連の一覧表の作成

《特別活動》
・「話合い活動の工夫（折り合いのつけ方、
グループやペア毎の話合い）」

・学級における年間指導計画の作成

２ 研究の手立て



〔仮説２〕

全教職員共通理解のもと、学習規律を徹底し、学
習過程をそろえるなど質の高い心に響く授業を展開
開すれば、集中力や学習意欲が向上し、道徳性が
養われるだろう。

２ 研究の手立て



〔手立て〕

《学校の教育活動全体》
・学習規律を全校で徹底
・各教科の学習過程を工夫
・読書活動の推進
・「道徳だより」の発行
・「こころの日」
・あいさつ運動、無言清掃の取組み
・親守詩の取組み（家庭との連携）

２ 研究の手立て



校長

教頭

全体研修会

授業研究部
学年ブロック

低学年・中学年・高学年・特別支援

専門部
・環境整備部 ・調査資料部
（①特別活動 ②道徳）

研究推進委員会
（校長・教頭・研究推進委員長・研究主任・

研究副主任・各学年・各専門部長）

原案作成委員会
（校長・教頭・研究推進委員長・

研究主任・研究副主任）

３ 研究の組織



４ 研究実践ついて

１ 道徳の時間
・取り組み
・環境整備

２ 特別活動（学級活動）
・取り組み

・環境整備

３ 学校の教育活動全体
・取り組み



道徳の時間

＜２６年度の取り組み＞

１ 道徳教育と道徳の時間について知る

～学習指導要領解説より～

２ 道徳の時間の多様な指導方法を知る

～「匠の技」の読み合わせ、視聴～

３ 道徳教育の講演会

４ 授業実践（道徳）
１１月 ７日

西部地区道徳教育研究協議会

発表会場



道 徳 の 時 間 の 指 導 方 法 例

導

入

・事前アンケートの実施
・実体験の想起
・資料に関するＶＴＲの視聴
・ねらいにかかわる新聞や雑誌の記事紹介

展

開

・資料提示の工夫（紙芝居、人形劇、ペープサート、ＶＴＲ、
再現構成法的な手法）

・座席配置の工夫（コの字型、Ｕの字型、机を使わない）
・表現方法の工夫（役割演技、動作化、イラスト化、心情円盤、

心情ピラミッド、ペープサート化）
・ティームティーチング（ＴＴ）
・話し合い活動の工夫（ペア、グループ、討論形式）
・板書の工夫
・発問の工夫（場面発問、テーマ発問）
・ワークシートに書く活動（主人公への手紙、自分の生活を振り返る）

終

末

・教師の説話（体験、身近な話題）
・ゲストティーチャーの説話、管理職の参加
・ことわざ、詩、作文の紹介
・歌を歌う
・「私たちの道徳」

多様な指導方法について



説明：東京へ移動しておかずの付いた
ごはんが食べられるようになりました。

発問：避難所の生活と比べてどう思いますか。

指示：手を挙げて発表しましょう。

＜ ４年 指導案「おにぎりとおみそしる」より＞

指導案の書き方の工夫

「発問・指示・説明」 を指導案に明記する
ことで誰もが同じように授業を展開できる。

一定レベルの授業を保証する。 → 指導法の共有化



本時のテーマ・めあての提示、板書の工夫

板書の工夫とは・・・
①導入でテーマやめあてを提示
②本時の内容、流れが一目でわかる



場面発問 テーマ発問
資料中のある場面に即して、そこ
での登場人物の心情や判断、行為
の理由などを問うたり気づきを明ら
かにしたりする発問。

資料の主題やテーマそのものに

かかわって、それを掘り下げたり、追
求したりする発問。「主題発問」とも
いえる。

・～のとき、○○の気持ちはどんな
だろう。

・～のところで、○○はどう思った
だろうか。
・～するときの心の中はどんなか。

↓

主人公の心情に迫る

発
問
例

・○○は何を考えているのか。

・○○が大切にしていることは何だろ
うか。
・もしも自分が○○ならばどうするか。
・本当にそれでよいのか。

↓

子ども自身の考えを直接
主張する

発問の工夫

◎ 資料や児童の実態、指導観に合わせて場面発問と
テーマ発問を構成していくことが効果的である。



道徳ノート
の活用

心情円盤 ペア、少人数グループの話合い

効果的な指導法

選択する
ワークシート

コメントに
よる評価



＜２７年度の取り組み＞

１ 潤いのある学級経営を目指す

２ 道徳の時間と特別活動の関連について知る

３ 教科化へ向けて

４ 授業実践（道徳、学級活動）
１１月１７日 研究発表会

道徳の時間



潤いのある学級経営を目指す

・学級経営案に・・・
道徳と学級活動の「学級における年間指導計画」を作成

学級
経営

道徳
教育

道徳の
時間

特別
活動

〈共通していること〉

・自己の生き方について

の考えを深める

・集団活動や体験活動で

多様な道徳性を育む

・協力し合って楽しい学級

生活をつくる



道徳の時間と特別活動の関連

実践活動・体験活動
を通して道徳的価値
に気付き道徳性が養
われる

道徳的実践力が具体
的な活動場面で生か

される

自己の生き方について
の考えを深め道徳的
実践力を育成する

特別活動など、学校の
教育活動全体を通じて
行う道徳教育を補充、
深化、統合し道徳的価
値の自覚を深める

特別活動 道徳の時間
双方向
の響き
合い



教科化へ向けて

１ 児童が主体的に取り組むことができる
→ テーマ発問（自分の考えを直接発表すること）の導入

２ 多様な感じ方や考え方に接する
→ 話合いの工夫（ペア、グループ、討論）

３ 問題解決的な学習、体験的な学習を取り入れる
→ 他教科等の関連一覧表の活用

本時のテーマ・めあての提示

４ 子どもたちの伸びしろを評価する
→ 道徳ノートの活用、記述による評価



１ 副読本の場面絵作成、保存 ２ 教室の道徳コーナーの設置

３ 道徳と教科等の ４ 「笑顔の花」の作成
関連一覧表の作成

クラスの集合写真を児童が
目にする場所に掲示

必要な時に
すぐ使える！

道徳＜環境整備＞



１ 「自分と友だちを ２ あいさつ運動の強化
見つめるコーナー」

の設置

特別活動＜環境整備等＞

「おはようございます！」



３ 話合い活動の充実に向け、系統性を考えた話合いグッズ

低・中学年用 高学年用

学級会マニュアル
計画委員会
司会進行用紙 学級会ノート



＜２７年度の取り組み＞

低学年

中学年

高学年

わかりやすく

覚えやすく

集団と個人の思いが連動
されるように

１ 学級目標の作成



２ 学級のあゆみについて

・ 感動したことや学んだことを学級全体で共有し、振り返ることができる。
・ 学級への愛着や誇り、学級生活の向上を実感できる。

高学年低学年 中学年



低学年 中学年

高学年

３ 話合い活動の様子
児童の発達段階に応じて、
「話合いの仕方」の型を示した。

４ 道徳と特別活動の関連一覧表の作成



○ 話合い活動や実践を通して、自己の役割や責任を果たして
生活しようとする態度が育まれた。

○ 話合い活動で、二つの意見が相違していれば、提案理由に
立ち返り、「両方のよい所を取り上げて新しいものを生み出
せないか」などの観点から話し合うことができるようになった。

○ 集団活動を通して人とのかかわりを大切にしようとする態度
が育まれてきた。

児童の変容



無言清掃

学習規律(あいさつ、挙手、発表の仕方･聞き方など）

読み聞かせ あいさつ運動

学校の教育活動全体



授業つくりの視点・指導の工夫・ユニバーサルデザイン等

① 発問・指示が明確である。
「発問→作業指示→活動→評価・評定」のサイクルで授業
が展開されている。

② 空白の時間（児童が何もしない、ぼーっとしている）をつくら
ない。「活動」を数多く取り入れる。

③ 一度に一つの指示を出している。（一時に一事の原則）

④ 児童の意欲を高め、安心して取り組める指導をする。
例）見つめる（表情を意識して）、ほほ笑む（笑顔で対応す
る）、話しかける、触れる（肩、手、頭など）、褒める。

⑤ 視覚教材・教具を有効的に活用する。



・毎月第４月曜日の朝の業前 １５分間

・「私たちの道徳」を使って自分の心を見つめる

・はじめの５分・・・教師の一斉指導

・残りの１０分・・・児童が好きなページをめくり、

読んだり書き込んだりする

「こころの日」の設定（私たちの道徳の活用）

夏休みには、「○ペー
ジに取り組もう」と課題
を出し、家庭での活用
を促した。



「親守詩」とは

子どもが 五・七・五 で親に対する「感謝」を、
親が 七・七 で子に対する「親心」を表現する、

親子の“キャッチボール短歌”

６月に全校で取り組み、家庭にも協
力してもらい短歌を完成させた。

９月の親守詩大会では、多くの入賞
者を出した。

（
子
）食

た
く
に

家
族
そ
ろ
う
と

お
い
し
い
ね

（
親
）団

ら
ん
と
い
う

か
く
し
味
入
り

４
年
女
子

「親守詩」の取り組み（家庭との連携）
おやもりうた



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２６年度

全校 ２７年度

４．友達を責めないで許すことができますか。

できている
どちらかといえば
できている

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２６年度

全校 ２７年度

６．相手の気持ちを考え、優しい言葉遣いができますか。

できている
どちらかといえば
できている

アンケート結果から



● 道徳・特別活動の授業を全学年で系統的に指導すること
ができた。

● 道徳の時間の「指導法の工夫」を全職員で共有し、指導
に生かすことができた。

● 授業で活用する「場面絵」「ワークシート」等を保管するこ

とで誰でも資料の充実した授業を展開することができた。

● 児童は、授業で活用したワークシートを道徳ノートに綴じ

込むことで、自分の考えを振り返ることができた。

● 様々な教育活動を充実させ、人とのかかわりやつながり

を意識させることができた。

● 話合いグッズを学年で統一し、話合い活動の基本型を示

すことにより、充実した話合い活動ができるようになった。

６ 研究の成果



● 平成３０年度からの「特別の教科 道徳」に向けて、さらに
指導法・評価の工夫に取り組む必要がある。

● 学校の教育活動を充実させ、さらに児童の豊かな心や道
徳性を育んでいく必要がある。

● 児童に話す・聞く力を身に付けさせ、さらによりよい人間
関係を築かせる必要がある。

ご静聴ありがとうございました。
ご指導をよろしくお願いいたします。

７ 今後の課題


